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今、職場では、ワークライフバランスということで、計画的な有休の取得を求められて

いますが、有休は何かあった時のために貯めておくという職員が多い状況です。そこ

で、職員に最も関心のあるのが夏季休暇であり、職員の心身の健康及び増進または

家庭生活の充実のために、その日数増が求められます。 

区職労は、こうした職員の状況を踏まえ、下記の内容で夏季休暇の改善を求めるも

のです。 

記 

 

１、夏季休暇について、日数の増を行うこと。 

２、再雇用職員の夏季休暇について、日数増を行うこと。 

３、引き続き、半日単位で取得できるようにすること。 

４、公務及び事業等で取得が困難な職員については、取得期間を配慮すること。 

 
 

 


